
第２３回クリーンセンター滋賀環境監視委員会会議概要 

 

１．日時平成２４年３月２１日（水）１４：００～１６：００ 

２．開催場所 クリーンセンター滋賀 研修室 

３．出席者 環境監視委員 

    学識経験者：金谷委員長 

    住民代表：中島(茂)委員、広岡委員、東委員 

中邨委員、渡邉委員、中島（仁）委員 

    事業者：巽委員、西沢委員 

    滋賀県：大谷委員 

    甲賀市：立花委員、廣岡委員、矢田委員 

    環境事業公社：中村委員 

    事務局：財団法人滋賀県環境事業公社 

 畑副理事長、中村事務局長、谷口所長、 

中村次長、山本主任技師 

 

４．議事概要 

(１)．あいさつ（公社 副理事長） 

(２)．活動内容報告 

１）水質検査結果について ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・資料１ 

 

２）搬入実績報告について ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・資料２ 

 

３）その他 

    ・土壌調査（ダイオキシン類）結果について ・・・・・・・・・・・・・・資料３ 

    ・硫化水素測定結果について ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・資料４ 

    ・過積載防止対策の強化について ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・資料５ 

    ・２期工事について ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・資料６ 

 

４）処分場監視活動について 

 

【主な意見および質疑】 

（水質検査結果について）  

・浸出水原水のＣＯＤ濃度が上昇した原因は何か。 

  →一時的に黒い水が見られたので、その影響ではないかと考えています。 

・ＢＯＤとＣＯＤの変動状況を見ると、汚泥等の有機物が少し出てきたのではないかと思われるが、適切に処理されて

おり、処理水では問題ない。 

 

（搬入実績報告について） 

・建設系混合廃棄物が増加したとのことだが、その理由はあるのか。 

  →搬入量が計画量より少ないことから昨年度は営業活動に力をいれてきました。営業先である産業廃棄物の中間

処理業者の理解が得られ、搬入量が増加したと考えています。 

・燃えがらについては飛散等の問題があると思うが、問題はないのか。 

  →荷降ろしの際に粉じんの問題が生じるので、飛散防止、具体的には水分による湿潤や袋詰めを依頼し、対応い

ただいているところです。 

 



・管理を要する残土とは具体的にどういうものか。 

  →有害物質を使っていた工場の土壌で、ひ素等の重金属などが溶出試験により検出されたもの、またはひ素、鉛

等は自然由来にもあることから、分析の結果検出されたものとなります。一定以上の数値が検出された場合で管

理型埋立処分場の受入基準以下のものについては、管理型埋立処分場で処理することとなっています。 

・有害物質が検出された残土の処理等について指針などはあるのか。 

  →土壌汚染対策法に基づき、処理することとなっています。 

・ＲＤ処分場の廃棄物は搬入されているのか。また搬入は可能なのか。 

  →搬入はされていません。ＲＤ処分場の廃棄物については、油分もあり、クリーンセンター滋賀が有する許可品目

以外の廃棄物も多く含まれていますので、処理（分別等）をしないかぎり搬入はできません。また、搬入の相談があ

った場合は、事前に甲賀市役所の関係機関にも相談させていただくことを考えています。 

 

（土壌調査結果について） 

・調査を行ったのは汚染の可能性があったというよりは確認のためという位置づけなのか。 

  →昨年粉じんの問題が取り上げられ、周囲が汚染されている可能性があるのではないかとの指摘をいただいたた

め、自然界にないダイオキシン類を指標として調査を行いました。 

 

（硫化水素測定結果について） 

・硫化水素は大気中では上昇するのか。 

  →空気よりも重いので、どちらかと言えば下にとどまることになります。 

・ガス抜き管周辺では空気により希釈され、硫化水素濃度は全く問題ない値であるとのことだが、敷地境界でも念の

ため測定しておく必要があるのではないか。 

  →処分場周辺でも測定は行っており、検出されていない状況です。 

 

（過積載防止対策の強化について） 

・総重量を計量すると過積載かどうか判断できるとのことだが、過積載の場合、廃棄物は持ち帰らせるのか。 

  →過積載と分かった状態で荷降ろしさせず帰らすことになると、過積載での通行を公社が容認したということにな

るため、荷降ろしはさせていますが、次回以降は搬入停止も含め、対応を行っていきます。 

・過積載車両に対する指導はどのような方法か。実効性のある対策をしていただきたい。 

  →運転手に伝えています。過積載量が一定以上になれば契約事業者あてに文書での通知もしています。契約事

業者に対する搬入停止措置も行っていきます。 

・資料５の２ページで、％区分と kg区分があるので、併記しないと比較ができない。 

  →今後は併記するようにします。 

 

（２期工事について） 

・１期工事のときの問題点（課題）を考慮して２期工事をしていただきたい。 

・２期工事の進捗状況もオープンとなるように配慮願いたい。 

 

（その他） 

・唐戸川他に設置の掲示板に搬入台数が記入されているが、資料２の搬入台数より多いと思うがなぜか。 

  →廃棄物（管理を要する残土を含む。）の台数と覆土用残土の台数の合計台数を記入しているためです。 

 

◎次回、環境監視委員会は７月頃開催予定。 


